
(57)【要約】
　
【課題】そのままでは取扱いが困難で、摂取に当たっても芳醇な香が却って飲みにくさの
原因となっており、これらを解消できるようにすることを目的とする。そして、デキスト
リンを香酢の固形分に対し、５０～２００％（Ｗ／Ｗ）添加して粉末化することによりそ
の目的を達成した。
 
【効果】アミノ酸や糖質、ミネラル等を豊富に含むため、優れた健康増進昨日食品であり
、また粉末化したことにより食することが容易となり、また安定した保存が出来ると共に
、他の食材等への添加が容易となった。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
香 酢 に デ キ ス ト リ ン 類 を 、 香 酢 固 形 分 に 対 し ５ ０ ～ ２ ０ ０ ％ （ Ｗ ／ Ｗ ） の 割 合 で 添 加 し て
成 る こ と を 特 徴 と す る 香 酢 食 品 。
【 請 求 項 ２ 】
香 酢 に デ キ ス ト リ ン 類 を 、 香 酢 固 形 分 に 対 し ５ ０ ～ ２ ０ ０ ％ （ Ｗ ／ Ｗ ） の 割 合 で 添 加 し た
も の を カ プ セ ル に 封 入 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 香 酢 食 品 。
【 請 求 項 ３ 】
香 酢 に デ キ ス ト リ ン 類 を 、 香 酢 固 形 分 に 対 し ５ ０ ～ ２ ０ ０ ％ （ Ｗ ／ Ｗ ） の 割 合 で 添 加 し た
も の を 液 状 飲 料 に 配 合 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 香 酢 食 品 。
【 請 求 項 ４ 】
香 酢 に デ キ ス ト リ ン 類 を 、 香 酢 固 形 分 に 対 し ５ ０ ～ ２ ０ ０ ％ （ Ｗ ／ Ｗ ） の 割 合 で 添 加 し た
後 、 ス プ レ ー ド ラ イ ヤ ー に て 噴 霧 乾 燥 す る こ と を 特 徴 と す る 香 酢 食 品 の 製 造 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 生 体 調 節 機 能 に 優 れ 、 粉 状 、 顆 粒 状 又 は 粒 状 の 健 康 食 品 、 調 味 料 及 び 食 品 原 料
或 い は 薬 剤 の 配 合 成 分 と し て 利 用 す る こ と が で き る 香 酢 食 品 と そ の 製 造 法 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
一 般 に 酢 類 は 身 体 に 良 い 食 品 と し て 知 ら れ て お り 、 代 表 的 な も の と し て 、 米 酢 、 黒 酢 、 香
酢 が 知 ら れ て い る 。 日 本 に お け る 酢 の 製 造 の 歴 史 は 平 安 頃 に ま で 遡 る と 言 わ れ 、 そ の 製 造
法 は 現 在 の 黒 酢 や 香 酢 と 同 様 に 壺 や 樽 を 用 い た 静 置 醗 酵 法 が 採 ら れ て い た が 、 現 在 で は 速
酵 法 が 工 業 的 に 確 立 し て 米 酢 が 短 時 間 に 大 量 に 製 造 さ れ 安 価 に 製 造 、 販 売 さ れ る よ う に な
っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 そ の 成 分 を 検 討 す る と 、 大 量 生 産 さ れ た 米 酢 は ア ル コ ー ル を 直 接 的 に 或 い
は 強 制 的 に 酢 酸 発 酵 さ せ て い る に 過 ぎ な い た め 、 酢 酸 を 単 に 水 で 薄 め た も の と 同 様 に 状 態
で あ り 、 そ の た め 、 他 の 有 機 酸 類 （ ア ミ ノ 酸 類 ） を 殆 ど 生 じ て い な い か 、 非 常 に 含 有 量 が
少 な く 、 酢 の 味 を 出 す 以 外 に 、 機 能 的 健 康 食 品 と し て は 、 極 め て 劣 る も の で あ っ た 。 そ の
一 例 を 示 す と 、 下 記 表 １ の 通 り で あ っ た 。
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ４ 】
表 １ か ら も 明 ら か な よ う に 、 香 酢 は ア ミ ノ 酸 が 多 量 に 含 ま れ る と さ れ る 黒 酢 と 比 較 し て も
、 少 な く て も 数 倍 以 上 含 有 し 、 こ れ に よ り 大 き な 機 能 的 健 康 食 品 と し て の 優 秀 性 が わ か る
。 し か し こ の 香 酢 は 、 米 酢 に 比 し て 、 黒 酢 と 同 様 、 酸 味 の み な ら ず 旨 み が 深 い も の の 、 酢
酸 臭 に 加 え て 強 い 香 気 が あ り 、 中 国 人 に は 芳 醇 な 香 と 言 え る が 、 特 に 日 本 人 に は 少 な か ら
ず 抵 抗 が あ っ て 、 そ の ま ま 口 に す る に は 抵 抗 が あ る こ と が 否 め な い の が 実 情 で あ る 。 そ し
て 、 黒 酢 に デ キ ス ト リ ン を 加 え て 乾 燥 し た も の も 提 案 さ れ て い る が 、 米 酢 に 比 べ る と 機 能
的 に は 良 好 で あ る も の の 、 ま だ ま だ 機 能 的 健 康 食 品 と し て の 含 有 量 が 十 分 と は 言 え ず 、 大
量 に 摂 取 し な け れ ば な ら な い も の で あ っ た 。 特 に デ キ ス ト リ ン の 添 加 量 を 増 や す と そ の 有
効 成 分 の 含 有 率 が 低 下 し 、 そ の 傾 向 が 助 長 さ れ る と 言 え る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ５ ２ ７ ７ ５
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ ら の 状 況 に 鑑 み て 種 々 研 究 の 結 果 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た も の で 、 比 較 的 強 い 臭
気 を 日 本 人 で も 違 和 感 を 感 じ な い 程 度 に 緩 和 し 、 し か も 比 較 的 少 量 の 摂 取 で も 豊 富 な 蛋 白
質 を 得 る こ と が で き る 機 能 的 健 康 食 品 と し て の 香 酢 食 品 と そ の 製 造 法 を 提 供 し よ う と す る
も の で あ る 。
 
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 主 た る 特 徴 は 、 香 酢 に デ キ ス ト リ ン 類 を 、 香 酢 固 形 分 に 対 し ５ ０ ～ ２ ０ ０ ％ （ Ｗ
／ Ｗ ） の 割 合 で 添 加 し た こ と で あ っ て 、 以 下 詳 細 に 説 明 す る 。 香 酢 は も ち 米 を 原 料 と し て
こ れ を 静 置 醗 酵 法 に よ り 得 ら れ る も の で 、 そ の 起 源 は 、 約 ４ ０ ０ 年 前 か ら 中 国 雲 南 省 を 中
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心 に 餅 米 、 麹 及 び 水 を 醸 造 用 壺 の 中 で 糖 化 、 ア ル コ ー ル 発 酵 、 酢 酸 発 酵 の ３ 段 階 を 経 た 伝
統 的 製 法 で 作 ら れ て お り 、 特 殊 食 酢 類 に 分 類 さ れ る 天 然 壺 づ く り も ち 米 酢 で あ る 。 厳 選 さ
れ た 良 質 の も ち 米 を 用 い 、 蒸 し た も ち 米 に 麹 を 加 え て 混 合 し 、 熟 成 槽 で 十 分 に 熟 成 さ せ た
後 、 こ れ を 壺 に 移 し て 醗 酵 の 仕 上 げ 工 程 を 経 、 最 後 は 籾 殻 を 加 え て 更 に 壺 の 中 で 熟 成 し て
得 ら れ る も の で 、 米 酢 が 　 ８ ～ ２ ４ 時 間 の 短 時 間 の 製 造 時 間 で あ る の に 対 し 、 香 酢 は 数 ヶ
月 以 上 の 期 間 を 要 す る 。 香 酢 は 一 般 に 中 国 で 製 造 さ れ て い る が 、 産 地 に よ り 、 禄 豊 香 酢 （
登 録 商 標 ） や 鎮 江 香 酢 等 種 々 の も の が あ り 、 ア ミ ノ 酸 等 の 含 有 量 も そ れ ぞ れ 若 干 異 な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 香 酢 乾 燥 食 品 は 、 香 酢 に デ キ ス ト リ ン 類 を 添 加 し た 後 、 乾 燥 処 理 に よ る 粉 粒 化 工
程 に 付 し て 製 造 す る こ と が で き る 。 乾 燥 は 、 ス プ レ ー ド ラ イ ヤ ー に て 噴 霧 乾 燥 す る こ と に
よ り 行 え る 。 香 酢 固 形 分 に 対 す る デ キ ス ト リ ン 類 の 配 合 比 は ５ ０ ～ ２ ０ ０ ％ （ Ｗ ／ Ｗ ） 、
好 ま し く は １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ％ （ Ｗ ／ Ｗ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 香 酢 乾 燥 食 品 は 、 香 酢 及 び デ キ ス ト リ ン 類 を 必 須 成 分 と す る も の で あ る が 、 適 宜 、
ク エ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 酢 酸 ナ ト リ ウ ム 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 等 の ｐ Ｈ 調 整 剤 、 ス テ ビ ア 、 甘
草 エ キ ス 、 羅 漢 果 エ キ ス 、 エ リ ス リ ト ー ル 等 の 甘 味 料 、 カ ラ メ ル 等 の 着 色 料 等 を 添 加 す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
香 酢 は 、 通 常 、 酸 度 ４ ． ０ ～ ６ ． ５ ％ 、 蛋 白 質 含 量 ５ ～ ７ ％ の も の を 用 い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
香 酢 に 直 接 デ キ ス ト リ ン 類 を 添 加 す る 方 法 の ほ か に 、 香 酢 を 流 動 化 す る 程 度 ま で 濃 縮 し た
後 に デ キ ス ト リ ン 類 を 添 加 し て ス プ レ ー ド ラ イ 法 に よ り 粉 粒 化 す る 方 法 も 使 用 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 香 酢 の 製 造 工 程 中 、 圧 搾 濾 過 を 省 略 し 発 酵 粕 を 含 ん だ ま ま コ ロ イ ド 処 理 し
た も の を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ス プ レ ー ド ラ イ ヤ ー の 乾 燥 は 、 空 気 入 口 温 度 を １ ７ ０ ～ ２ ０ ０ ℃ 、 出 口 温 度 を １ ２ ０ ～ １
４ ０ ℃ 、 ア ト マ イ ザ ー 回 転 数 を ９ ， ０ ０ ０ ～ １ ４ ， ０ ０ ０ rpmに て 行 う 。
 
 
【 ０ ０ １ ２ 】
こ こ で 、 香 酢 １ ０ ０ ％ で 噴 霧 乾 燥 す る と 、 香 酢 に 由 来 す る 蛋 白 質 、 糖 質 等 の 物 性 に よ り 非
常 に 吸 湿 し 易 い 粉 末 と な り 、 取 扱 い が 困 難 で 意 図 す る 性 状 が 得 ら れ な い 。 そ こ で 、 こ の 吸
湿 性 を 緩 和 し 、 香 酢 特 有 の 臭 い を 緩 和 す る た め 、 香 酢 固 形 分 に 対 し て デ キ ス ト リ ン を 添 加
す る も の で あ る が 、 そ の 配 合 割 合 が ５ ０ ％ 以 下 で あ る と 、 吸 湿 に よ り 長 期 保 存 並 び に カ プ
セ ル 化 、 粒 状 化 等 の 最 終 製 品 へ の 加 工 に 支 障 を 来 た す 。 他 方 、 ２ ０ ０ ％ 以 上 の 添 加 率 で あ
る と 、 元 の 香 酢 に 対 し て ２ 倍 程 度 の 濃 縮 率 に 止 ま り 、 効 率 の 良 い 摂 取 を 前 提 と す る 機 能 性
健 康 食 品 と し て は 濃 縮 的 に 不 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
得 ら れ た 乾 燥 粉 末 香 酢 は 、 そ の ま ま で 粉 末 香 酢 の 調 味 料 、 添 加 剤 、 健 康 食 品 と し て 利 用 す
る ほ か 、 一 定 量 単 位 を カ プ セ ル に 封 入 し た り 、 他 の 粉 末 調 味 料 や 添 加 剤 、 或 い は 薬 剤 に 混
合 し て 香 酢 成 分 を 加 味 す る こ と も 出 来 、 或 い は 清 涼 飲 料 に 添 加 し て 香 酢 配 合 飲 料 を 得 る こ
と も 出 来 る 。 ま た 固 形 、 粉 末 或 い は 液 状 の 他 の 食 材 や 医 薬 等 に 添 加 し て 香 酢 の 芳 醇 な 旨 み
を 加 味 し た り 、 そ の 豊 な 健 康 機 能 性 を 増 強 し た 食 品 を 得 た り す る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に あ っ て は 、 香 酢 に デ キ ス ト リ ン を 配 合 し た も の で あ る か ら 、 香 酢 に 豊 富 に 含 ま れ
る 各 種 ア ミ ノ 酸 そ の 他 の 成 分 に よ り 、 大 き な 機 能 性 健 康 食 品 と す る こ と が 出 来 る と 共 に 、
香 酢 単 独 で は 稠 密 性 が 高 く 、 そ の た め 保 存 性 が 悪 く 、 ま た べ た つ く な ど 取 り 扱 い が 困 難 で
あ っ た が 、 配 合 さ れ た デ キ ス ト リ ン の た め に 、 湿 気 に 触 れ て も べ と つ く こ と な く 、 取 扱 い
が 容 易 と な る 上 に 、 さ ら っ と し た 状 態 を 保 ち 、 保 存 性 が 向 上 す る も の で あ る 。 そ の 取 扱 い
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性 や 臭 気 低 減 の た め に デ キ ス ト リ ン を 妥 当 量 配 合 し た と し て も 、 元 来 香 酢 の 上 記 機 能 性 成
分 の 含 有 率 が 高 い た め 、 比 較 的 少 量 の 食 用 、 服 用 で 、 大 量 の 機 能 性 成 分 を 摂 取 で き る 利 点
が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 香 酢 乾 燥 食 品 は 、 そ の ま ま で 粉 末 健 康 食 品 と し て 使 用 す る こ と が 出 来 る ほ か 、 粉 末
ス ー プ 、 ふ り か け 、 粒 状 調 味 料 、 錠 剤 及 び 顆 粒 状 の 健 康 食 品 並 び に パ ン 、 麺 類 、 ヨ ー グ ル
ト 、 ア イ ス ク リ ー ム 、 ゼ リ ー 、 と こ ろ て ん 、 豆 腐 等 へ の 添 加 剤 と し て 利 用 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 カ プ セ ル に 封 入 す る こ と も 出 来 、 カ プ セ ル に 封 入 す れ ば 、 長 期 保 存 に 適 し 、 ま
た 所 定 量 の 摂 取 が 容 易 と な る 。 更 に 、 デ キ ス ト リ ン を 添 加 し て 粉 末 化 し て あ る か ら 、 清 涼
飲 料 へ の 添 加 も ス ム ー ズ で あ り 、 且 つ 配 合 の 調 整 も 用 意 で あ り 、 飲 料 タ イ プ の 健 康 食 品 と
す る こ と も 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
以 下 、 本 発 明 を 幾 つ か の 実 施 例 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 実 施 例 １ ） 上 記 表 １ の 禄 豊 香 酢 １ ０ ｋ ｇ （ 固 形 分 １ ． ５ ～ １ ． ７ ｋ ｇ ） に 対 し 、 等 量 の
分 岐 デ キ ス ト リ ン １ ． ５ ～ １ .６ ｋ ｇ を 添 加 し て 室 温 で 十 分 撹 拌 溶 解 し た 。 こ の 香 酢 溶 液
を ス プ レ ー ド ラ イ ヤ ー に よ り 、 乾 燥 空 気 入 口 温 度 １ ８ ５ ℃ 、 出 口 温 度 １ ３ ０ ℃ 、 ア ト マ イ
ザ ー 回 転 数 １ ２ ， ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の 条 件 で 粉 粒 化 す る こ と に よ り 、 香 酢 乾 燥 食 品 約 ３ .０ ～
３ .５ ｋ ｇ を 得 た 。 こ の 香 酢 乾 燥 食 品 は 、 蛋 白 質 含 量 １ ５ ～ １ ８ ％ 、 水 分 ６ .５ ～ ７ .５ ％
、 酸 度 １ .０ ～ １ .１ で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
得 ら れ た 香 酢 乾 燥 食 品 １ 部 を 即 席 麺 の 粉 末 調 味 料 １ ０ ０ 部 に 隠 し 味 成 分 と し て 添 加 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 実 施 例 ２ ） 上 記 表 １ の 禄 豊 香 酢 １ ０ ｋ ｇ に 対 し 、 分 岐 デ キ ス ト リ ン ９ ０ ０ ～ １ ０ ２ ０ ｇ
を 添 加 し て 室 温 で 十 分 撹 拌 溶 解 し た 。 こ の 香 酢 溶 液 を ス プ レ ー ド ラ イ ヤ ー に よ り 、 乾 燥 空
気 入 口 温 度 １ ７ ０ ℃ 、 出 口 温 度 １ ２ ０ ℃ 、 ア ト マ イ ザ ー 回 転 数 ９ ， ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の 条 件 で
粉 粒 化 す る こ と に よ り 、 香 酢 乾 燥 食 品 約 ２ ． ５ ｋ ｇ を 得 た 。 こ の 香 酢 乾 燥 食 品 は 、 蛋 白 質
１ ８ ～ ２ ２ ％ 、 水 分 ７ ～ ７ .５ ％ 、 酸 度 １ .２ ０ ～ １ .３ ５ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
得 ら れ た 香 酢 乾 燥 食 品 １ ０ ０ 部 を 菜 種 油 １ ０ ０ 部 に 懸 濁 さ せ 酸 化 防 止 の た め に ビ タ ミ ン Ｅ
を ０ ． １ 部 添 加 す る と 共 に 、 蜜 蝋 ５ 部 、 大 豆 レ シ チ ン ３ 部 、 ク エ ン 酸 ２ 部 、 ゼ ラ チ ン ２ ０
部 、 グ リ セ リ ン １ ０ 部 、 カ ラ メ ル ２ 部 を 添 加 し て 均 一 に 混 練 し 、 こ れ を ゼ ラ チ ン ベ ー ス の
ソ フ ト カ プ セ ル に 封 入 し て 香 酢 を 主 体 と し た 健 康 食 品 を 得 る こ と が 出 来 た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 実 施 例 ３ ） 上 記 表 １ の 禄 豊 香 酢 １ ０ ｋ ｇ に 対 し 、 分 岐 デ キ ス ト リ ン ２ .８ ～ ３ .２ ｋ ｇ を
添 加 し て 室 温 で 十 分 撹 拌 溶 解 し た 。 こ の 香 酢 溶 液 を ス プ レ ー ド ラ イ ヤ ー に よ り 、 乾 燥 空 気
入 口 温 度 ２ ０ ０ ℃ 、 出 口 温 度 １ ４ ０ ℃ 、 ア ト マ イ ザ ー 回 転 数 １ ７ ， ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の 条 件 で
粉 粒 化 す る こ と に よ り 、 香 酢 乾 燥 食 品 約 ４ .３ ～ ４ .８ ｋ ｇ を 得 た 。 こ の 香 酢 乾 燥 食 品 は 嵩
高 く 、 蛋 白 質 １ ０ ～ １ ３ ％ 、 水 分 ３ ～ ４ ％ 、 酸 度 ０ .７ ～ ０ .８ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
得 ら れ た 香 酢 乾 燥 食 品 １ 部 と ガ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 １ 部 、 ビ タ ミ ン Ｃ １ 部 、 ビ タ ミ ン Ｂ １ 、 Ｂ
２ 、 Ｂ ６ （ そ れ ぞ れ ２ ／ １ ０ ０ ０ ～ ３ ０ ／ １ ０ ０ ０ 部 ） を 水 １ ０ ０ ０ 部 に 添 加 し て 溶 解 さ
せ た 後 、 更 に 高 圧 で 炭 酸 を 吹 き 込 ん で 清 涼 飲 料 を 得 た 。 こ の 過 程 で も 、 香 酢 乾 燥 食 品 は 、
水 に ス ム ー ズ に 溶 解 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 実 施 例 ３ で 得 ら れ た 香 酢 乾 燥 食 品 は 、 そ の ま ま で 添 加 剤 や 調 味 料 と し て 供 す る こ と
が 出 来 る も の で 、 少 量 の 単 位 量 を ア ル ミ ホ イ ル や ラ ミ ネ ー ト ペ ー パ ー で 真 空 パ ッ ク し た り
、 或 い は 業 務 用 で は １ キ ロ や １ ０ キ ロ の 袋 詰 し た り す る こ と が 出 来 る も の で あ っ た 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 述 の よ う に 、 高 い 含 有 率 の ア ミ ノ 酸 等 の 健 康 に 寄 与 す る 成 分 を 含 む 香 酢 に デ キ ス ト リ ン
を 配 合 す る こ と に よ り 、 長 期 に 安 定 し た 保 存 性 を 確 保 出 来 る も の で あ っ て 、 粉 末 の 調 味 料
と し て 取 扱 い が 容 易 に な る と 共 に 、 保 存 性 の 良 い 安 定 し た 形 態 で 供 給 で き る 。 ま た 、 原 液
状 態 の ま ま で は 日 本 人 何 割 か の 臭 覚 に は 抵 抗 が あ っ た が 、 デ キ ス ト リ ン に よ り 粉 末 化 し た
こ と に よ り 抵 抗 な く 摂 取 で き る 。 そ し て 、 従 来 の 黒 酢 に 比 し て も そ の 数 倍 以 上 の ア ミ ノ 酸
、 糖 質 、 ミ ネ ラ ル 等 を 豊 富 に 含 有 し 、 機 能 性 食 品 と し て も 、 従 来 に 比 し て 少 量 の 摂 取 に て
大 き な 効 果 が 期 待 で き る 。 ま た 、 粉 末 化 し た こ と に よ り 、 他 の 調 味 料 や 飲 料 へ の 添 加 も 、
そ の 添 加 量 の 管 理 、 プ ロ セ ス の 管 理 が 容 易 と な る 。
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